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ア ー トが息づく

自然、建築、ア ー ト、そしてコミュニティが共生する場所
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瀬戸内海の直島・豊島・犬島を舞台とする「ベネッセア ー

トサイト直島」は、岡山県に本社を置くベネッセコ ー ポレ ー ショ

ンと福武財団によ るア ート活動の総称である。その歩みは

1985 年にさかのぼる。世界中の子どもたちが集える場をつく

リたいという思いのもと、福武書店（現ベネッセ）と直島町が

協働し、自然環境を守リながら文化を育むという挑戦が始まった。

活動の象徴となったのが、1992年に開館した安藤忠雄設

計の「ベネッセハウス」だ。美術館とホテルを 一体化させた「泊

まリながらア ートを体験する」というアプロ ー チは、世界的にも

例を見ない試みであった。以来、直島ではア ートと島の風景

が共生する独自の文化が育まれていった。

直島のア ート群は、恒久的な屋外作品、ミュ ージアム群、

島内の空間そのものを生 かすプロジェクトなど、さまざまだ。

海岸や丘陵に点在する作品や建築は、瀬戸内の光や風、潮

の満ち引きを取リ込み、時間や天気、季節の移ろいと共に違っ

た表情を見せてくれる。そこにあるのは、鑑賞の前提に 「 自然

の時間」を据えるという豊かな体験である。

活動開始からおよそ40年。アートの波は島の南部から町の

中心部へと広がリ、2025年には集落のなかに「直島新 美術館」

が開館した。館名に初めて「直島」を冠した、これまでの歩み

の結晶ともいえる 美術館である。展示や多様なパプリック・プ

ログラムを通じて、直島の住民はもちろん、世界中の人々が繰

リ返し訪れ、新たな出会いや交流、気づき が芽吹く拠点とな

るだろう。

直島とア ー トの歩み

1985年
福武書店の創業社長・福武哲彦氏と直
島元町長・三宅親連氏 が直島開発の
約束を交わす

1989年
直島国際キャンプ場
安藤忠雄の監修を受けた「直島国際キャンプ場」がスタート

1992年
ベネッセハウスミュージアムオー プン 0

安藤忠雄によって設計された美術館と
ホテルが一体となった施設

1995年
ベネッセハウスオ ーバルオ ー プン®
ミュージアムからモノレールで移動した丘
の上に建つ宿泊専用棟
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1998年
家プロジェクト「角屋」 0

古い家屋などを改修し、アーティストが空間そのものを作品化するプロジェクト
第一弾を公開

2004年
地中美術館開館®
「自然と人間との関係を考える場所」を
コンセプトに開館
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2006年
ベネッセハウスパークオー プン®
新たな宿泊棟。杉本博司のさまざまな
作品を展示

2006年
ベネッセハウスビー チオ ー プン®
ベネッセハウスのなかで最も海辺に近い
場所に建つ宿泊専困棟

2010年
瀬戸内国際芸術祭開催
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香川県瀬戸内国際芸術委員会が主催し、以降3年毎に開催

2013年
ANDO MUSEUM開館®
本村地区において、築約100年の古民家を活かした安藤忠雄のミュージアム

2022年
草間弾生〈南瓜〉を新作展示 0

2021年に台風の影響で破損した「南瓜」を復元制作し、1日作と同じ場所で展示

2025年5月
直島新美術館開館 ® 
安藤忠雄設計のアート 施設。日本を含
むアジア地域の現代アートを展示
Photo:GION 

2025年
ベネッセハウスが第1回ミシュランアーキテクチャ＆デザインアワー ドに選出
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